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公益財団法人日本生産性本部サービス産業生産性協議会が調査を行う「2022年度

日本版顧客満足度指数調査（※JCSI）」の生命保険部門の結果が発表されＣＯ･ＯＰ

共済が２年連続の第１位となりました。第１位の獲得は となり

ます。

※JCSI調査は、サービス産業の生産性を測るうえで重要な「顧客満足」を数値化・可視化して、

企業や業種の成長に資する情報として用いることを目的とした日本最大級の顧客満足度調査です。

また、コーすけ（CO・OP共済公式キャラクター）誕生10周年を記念して、47都

道府県のご当地コーすけが登場し、富山県のコーすけ（チューリップ）が中部エリア

で第1位、総合順位では第13位に選ばれました。

冬の共済キャンペーン期間のお知らせ



①くらしのトータルケア事業（福祉）
11/11（金）“介護の日”に「生協みんなの介護・くらしラボ」の WEBサイ

トを開設しました。組合員、地域のみなさま、さらには就活学生、転職者に「生

協の介護」に対する思いや、取り組みをお知らせしていきます。

▼詳しくはこちらから

https://coopwelfare.or.jp/lab/

▼とやま生協の紹介はこちらから

https://coopwelfare.or.jp/lab/from_members/nursing-1487/

②くらしのトータルケア事業（認知症サポーター養成講座）
11月7日（月）、11月11日（金）に輝 城東（高岡市

城東）で地域の住民からの要請を受け認知症サポーター

養成講座を開催し、20名の参加がありました。

また、11月12日（土）にゆとり～な・輝ゆとり～な

合同（富山市藤木）で地域の方々へ認知症サポーター養

成講座を開催し、8名の参加がありました。

とやま生協では総代の皆さんと総代会で確認した方針に基づき、重点課題を設けて

取り組んでいます。

・組合員活動は、ブロック協議会に29名の参加がありました。

・専門委員会に72名の参加、地域会に213名の参加、せいきょうクラブ11回で62

名の参加がありました。

・とやま生協誕生記念植樹に7名の参加、フードドライブに166名の参加、おしゃべ

りCafeに1,183名の参加がありました。



◇話し合われたこと

◇11月度 事業・経営報告

（承認事項）

１．2022年度11月度の事業・活動および経営報告の件

２．2022年度第3四半期まとめと第4四半期方針の件

３．新庄（富山市）小規模多機能型居宅介護事業所建設の件

（協議事項）

１．2023年度基調方針（1次案）の件

（１）2022年度重点戦略課題まとめ

（確認事項）

１．機関運営・連帯関連報告

２．期中（上期）監査報告（所見）

３．2022年度上期期中監査対応方針の件

４．コープ共済連臨時総会代議員選出の件

５．2022年度 秋のブロック総代会議

まとめと課題の件

６．とやま生協 商品政策改定の件

７．2022年度冬の共済キャンペーン方針

８．高岡センター売却の件

９．福井県民生協の店舗視察研修について

◇2022年度 事業・経営実績累計

組合員数
出資金

事業活動で得た収入とかかった費用に事業外での損益を
加えた事業活動による最終利益

事業高の総額総事業高

お預かりしている出資金の総額
組合員の総数

経常剰余金

共済保有数
ご契約いただいている[たすけあい]・[あいぷらす]・
[ずっとあい]の総数

みなみ店

（全体経営報告）
・総事業高は 14億4,456万円で、予算比 98％、予算差－2,492万円です。
・経常剰余金は1,653万円で、予算差－1,271万円の実績です。
（機関運営、組合員活動報告等）
・秋のブロック総代会議を開催し、134名の参加がありました。上期活動のまとめと下期活動方針を提案し、
その後分散会を開催しました。

・11月5日（土）東部ブロック東部センターまつりは2,000名の来場があり、組合員への日頃の感謝と地域
の方々への紹介を目的に盛大に開催しました。

≪宅配事業≫11月1回から11月5回企画 ≪みなみ店≫11月度

≪福祉事業≫ 11月度サービスご利用報告

111.4 111.6 

予算 実績

総事業高(億円)

9,584 

4,703 

予算 実績

経常剰余金(万円)

140,543 139,455 

予算 実績

組合員数(名)

89.3 89.4 

予算 実績

出資金(億円)

46,793 45,214 

予算 実績

共済保有数(件)



消費生活協同組合法が公布された1948年7月30日に

ちなみ、7月30日を「消費生活協同組合の日（生協の

日）」として記念日登録しています。

それにちなんで、このたび、ラブコープキャラクター

「ラブコ」のLINEスタンプの配信をスタートしました。

ご家族やお友達とのコミュニケーションに、ぜひご活用

ください。

クリエーターズスタンプとして有料配信していますが、

売り上げはすべて生協の事業や活動と関連のある組織や

団体へ寄付いたします。

東日本大震災から12年が経過しようとしていますが、福島県外への避難者数は

2022年12月13日現在21,392人（復興庁発表）となっており、未だ多くの被災者

が避難生活を続けています。

また政府は2023年春をめどにALPS処理水を海洋

放出する方針を決定していますが、地元の漁協や生協

は住民の理解を得られないままの海洋放出に反対して

います。

福島はまだ復興半ばであることを共有し、被災地

を忘れない取り組みとして「ALPS処理水海洋放出

反対署名」を実施します。

署名用紙配布 ：2023年2月6日～10日

提 出 期 限 ：2023年2月13日～3月17日

※カタログにセットされて配布しますので

署名にご協力お願いします。

※詳細はとやま生協ホームページのお知らせを

ご覧ください。（2月6日掲載予定）


